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コ�ドセンタ�便り

（財）高度情報科学技術研究機構
コードセンター長

山岸　耕二郎

１．コードセンター活動状況

（１）　準登録機関制度の廃止
　原子力コードのライセンス管理に関して、特に米国起源のコードに関する最終利用機関及び利
用者の適格性を重視する趣旨により正登録機関以外には配付できない旨の通知がNEAデータバ
ンクからあった。そこで、関係機関との協議の結果、これまでの準登録機関制度を廃止し、コー
ドセンター加盟機関をすべて正登録機関にすることとした。現在、準登録機関が正登録機関に移
行するための申請書のとりまとめを行っており、今後、申請書をJAEAに提出し、所管官庁を通じ
てNEAデータバンクに申請する予定である。
（２）　コードセンター新規登録コード
　コードセンター新規登録コードは、１９年度３５件（うち下半期２４件）、２０年度上半期は１６件であっ
た。添付の表にコード名、機能等を示す。
（３）　加盟機関への配付コード
　平成１９年度に配付したコードは合計２７１件（２０年度上半期の配付は１１９件）であった。１９年度下
半期に利用申込み頻度の高かったコードは、MCNP/MCNPX（１３件）、MVPlib_nB７０、
MVPlib_nF３１、NJOY９９．２４、SRAC２００６（各５件）であった。
（４）　平成２０年度原子力コード利用ワークショップ
　平成２０年７月３１日（木）～８月１日（金）に、インフォメーションプラザ東海において、「連続エネ
ルギー法及び多群法に基づく汎用中性子・光子輸送計算モンテカルロコードMVP/GMVPⅡ」を
対象とし、（独）日本原子力研究開発機構原子力基礎工学研究部門核設計技術開発グループの長家
康展氏、奥村啓介氏を講師として実施した。受講者は２５名であった。
（５）　コードセンターのホームページをリニューアルしました。
　（http://www.tokai.rist.or.jp/nucis/index.html）

２．RSICCユーザ会活動状況

（１）　米国オークリッジ国立研究所・放射線安全情報計算センター（RSICC）との情報交換のため
に発足したRSICCユーザ会は、現在５２機関の参加を得て、RSICCコードの配付・提供などを
行っている。平成２０年度から会費を値上げし、全機関にご了承頂きました。

（２）　平成１９年度に登録されたコードは１８件（うち下半期１０件）あり、２０年度上半期は１１件である。
ユーザ会・会員に配付されたコードは１９年度１８１件（うち下半期８５件）あり、２０年度上半期の
配付件数は９８件であった。

　RSICCユーザ会登録コードの名称及び機能、ユーザ会加入申し込みその他の情報については、
当財団のRSICCユーザ会ホームページをご参照ください。
　（http://www.tokai.rist.or.jp/rsicc/index.html）



－40－

RISTニュース　No．４６（２００８）



－41－

RISTニュース　No．４６（２００８）

（３）　平成２０年度のRSICCユーザ会・会員向け講習会を次の要領で開催した。
・日　程：平成２０年１１月１３日（木）、１４日（金）
・対象コード：放射性同位体元素の生成・消滅解析及び放射線源計算コードORIGEN２．２基礎

コース
・講　師：坂本幸夫氏（（独）日本原子力研究開発機構原子力基礎工学研究部門）

山口勝義氏（伊藤忠テクノソリューションズ（株）　科学システム事業部）
・会　場：（社）茨城県原子力協議会　原子力科学館 別館・研修室
・受講者：２２名
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